
九州大学アジア・オセアニア研究教育機構規則 

平成３０年度九大規則第６５号 

制  定：平成３１年 ３月２９日 

最終改正：令和 ４年 ３月３１日 

（令和３年度九大規則第１１９号） 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号。以下「学則」という。）

第１２条の５第２項の規定に基づき、アジア・オセアニア研究教育機構（以下「機構」とい

う。）の内部組織その他必要な事項を定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 機構は、アジア・オセアニア地域で今日生じている社会的課題の解決と将来生起する

ことが予想される課題の発掘及び提示に向けて、諸学問分野の協働と融合による研究教育活

動を推進し、新たな学問領域の構築と人材育成を目的とする。 

 （機構長） 

第３条 機構に、機構長を置き、総長をもって充てる。 

 （副機構長） 

第４条 機構に、副機構長を置き、機構長が指名する理事、副学長、副理事又は教員をもって

充てる。 

（統括） 

第５条 機構に、副機構長の職務を助けるため、機構研究統括及び機構教育統括を置く。 

２ 機構研究統括及び機構教育統括は、教授その他の職員のうちから機構長が指名する。 

 （戦略会議等） 

第６条 機構に、管理運営等に関する重要事項を審議するため、戦略会議を置く。 

２ 機構に、機構の具体的な戦略、企画、運営等について審議するため、企画運営委員会を置

く。 

３ 戦略会議及び企画運営委員会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項は、機構長

が別に定める。 

（機構への支援） 

第７条 機構に対して、当分の間、機構が使用した学内共通利用施設及び全学レンタルスペー

スに係る費用等を支援する。 

２ 前項の支援の範囲及び手続については、別に定める。 

（事務） 

第８条 機構の運営に関する事務は、関係部局の協力を得て、Ｉ²ＣＮＥＲ・Ｑ－ＰＩＴ共通事

務支援室において処理する。 

（補則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、機構の運営等に関し必要な事項は、戦略会議の議を経

て機構長が別に定める。 

   附 則 

 この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年度九大規則第７２号） 

 この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

   附 則（令和２年度九大規則第１１２号） 



 この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年度九大規則第５４号） 

 この規則は、令和３年１０月１日から施行する。 

附 則（令和３年度九大規則第１１９号） 

 この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

 


